	院長
	課長
	主任

	
	
	


　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成17年　10月　12日　（水）

　　司会　市島　正江　　記録　小舘　和也　　　　

	藤原香
	佐々木
	市　島
	高橋則
	高　森
	岩　藤
	大　坂
	太　田
	スバベイ
	松　坂

	公休
	○
	○
	準夜
	公休
	深夜
	公休
	○
	欠勤
	○

	白　山
	田　島
	池　田
	木　村
	赤坂真
	小　舘
	熊　野
	久　保
	川守田
	下平

	公休
	公休
	深夜
	公休
	年休
	○
	準夜
	○
	公休
	○

	柳沢ま
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· ３回目の法人研修が10月20日にあります。事前にWIZ参加簿への入力して下さい。事前入力は当日の資料準備の目安としていますので必ず入力して下さい。
· 14日まで課内研修があるので参加していない人は参加して下さい。

＜注目患者様ケース検討＞

· 稲垣　恵利子様～昨日の準夜帯、未消化水様性の嘔吐が３回みられています。腹部のニヤニヤ感、吐き気の訴えが持続してあります。本日洗面をしていましたが、自室に戻ると顔が真っ青になる事がありました。昨日の夕食、本日の朝食、昼食は不食しています。不調にもかまわず立ち歩きが見られており、急激な血圧低下や、フラツキによる転倒に気をつけてください。食事摂取出来ておらず、嘔吐もある為、また自分から水分摂取しないため、今後、脱水症状を起こさないように、適度に水分補給を促して下さい。1回量は５０ｃｃ程で、吐気症状が無ければ徐々に水分量を増やしていきましょう。本日、夜勤スタッフが買い物付き添いに行く際に、ポカリスエットを買って来てもらう事にしています。夕食は無理にすすめず、消化の良いものを少量摂取してもらうように調節して下さい。

· 蝦夷森　重男様～簡単で早いからと院内の床屋を希望していましたが、スタッフ付き　　　　　　　添いで院外で行ってもらいます。本人には、散髪といった機会を通して、自分が希望するヘアースタイルの伝え方や、交流の持ち方、お金の払い方等を学んでいただけるように説明していきましょう。

· 小坂　君子様～服薬チェック表の就寝前のチェック忘れが、多くなっています。本人いわく「眠気が先立って、チェックを忘れてしまう」と話しています。リハビリの一環である事等を話すと納得されています。

また、眠い状態で眠剤の内服に来る為、間違った薬包を持って来ていないか十分に確認が必要です。

· 吉田　富秋様～単独外出・泊許可証が取れました。金銭管理にルーズであったり、アルコール依存症があり再飲酒の可能性もある、また「東京ではいつでも自分を雇ってくれる人がいる。」と話すことがある方です。単独外出になる前に約束事を決めて下さい。忘れやすい為、紙に書いてベッドの近く等に張りましょう。週に２度小遣い帳をチェックして、不明金が出ないようなら、チェックする間隔を長くしていきましょう。

＜川端Ｄｒケースカンファ＞

· 吉田　富秋様～医療保護から任意に切り替え、単独を許可するが、遠くに手元に１万円以上持っていないようにして下さい。お小遣いを二回に分けて渡すなどして下さい。

· 畑山　勝司様～プログラム中は特に問題なく経過しています。ＯＴ時にゴミをあさる事があった為、気を付けてみていく必要がありますが、なんでそれをしているのか、理由を聞く方法もあります。

単独外出が許可でました。スタッフ付添いで何度か練習させて下さい。

· 横山　耕生様～先日、青山荘の調査票を記入した時は表情良く母と一緒に暮らしたいと話していが、最近、何か考えている様子がある為、様子を観察して下さい。

· 山火　るい子様～状態安定して来た為、服薬自己管理にして下さい。

· 村上　元道様～先日のＷＡＩＳ－Ｒという知能検査の結果より、始めに全体の流れを説明し、随時声掛けをする。思い込みが激しい所がある為、本人へ何度も事実の確認を行うというような対応をして下さい。


































